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(57)【要約】
マルチバンド・マルチモード通信装置で用いられる改良
された可変整合ネットワークは所与の信号に関連する現
在の動作状況に基づいて動的な微調整インピーダンス整
合を提供する。１つの実施形態では、動作状況のうちの
１つ以上に基づいてグロスパラメータが選択される。動
作状況のうちの１つ以上に基づく最適化アルゴリズムを
用いてデルタパラメータが提供される。そして、個別整
合回路を動的に微調整する総合的な整合パラメータを取
得するためにグロスパラメータとデルタパラメータとが
合成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチバンド・マルチモード通信装置で用いられる可変整合ネットワークであって、
　所与の信号に関連する１つ以上の動作状況に基づいて複数の所定のグロスパラメータか
ら第１パラメータ集合を選択するように構成されたグロスパラメータ選択器と、
　前記動作状況のうちの１つ以上に基づく最適化アルゴリズムを用いて第２パラメータ集
合を取得するように構成された整合最適化器と、
　前記第１パラメータ集合と前記第２パラメータ集合とに基づいて総合的な整合パラメー
タを取得するように構成されたパラメータ合成器と、
　動的な微調整インピーダンス整合を提供するように、前記総合的な整合パラメータに基
づいて構成可能な個別整合回路と
を備えることを特徴とする可変整合ネットワーク。
【請求項２】
　前記第１パラメータ集合が基づく前記１つ以上の動作状況は、選択された無線アクセス
技術と、選択された周波数帯と、送信モードまたは受信モードのうちの選択された一方と
を含むことを特徴とする請求項１に記載の可変整合ネットワーク。
【請求項３】
　前記第２パラメータ集合が基づく前記１つ以上の動作状況は、信号品質に関連する情報
と、送信モードまたは受信モードのうちの選択された一方とを含むことを特徴とする請求
項１又は２に記載の可変整合ネットワーク。
【請求項４】
　前記信号品質情報は、上りリンク信号品質と下りリンク信号品質とのうちの少なくとも
一方を含むことを特徴とする請求項３に記載の可変整合ネットワーク。
【請求項５】
　前記整合最適化器は、前記上りリンク信号品質と前記下りリンク信号品質とを比較して
どちらのリンクの方が低いかを判定し、低い方のリンクの信号品質に基づいて前記第２パ
ラメータ集合を最適化することを特徴とする請求項４に記載の可変整合ネットワーク。
【請求項６】
　少なくとも１つの所定のグロスパラメータは、周波数帯と、無線アクセス技術と、送信
／受信モードとの取りうる組み合わせのそれぞれに割り当てられることを特徴とする請求
項２乃至４の何れか１項に記載の可変整合ネットワーク。
【請求項７】
　前記グロスパラメータ選択器は１つの期間について前記送信モードに基づいて前記第１
パラメータ集合を選択し、次の期間について前記受信モードに基づいて前記第１パラメー
タ集合を選択することを特徴とする請求項２乃至６の何れか１項に記載の可変整合ネット
ワーク。
【請求項８】
　前記動作状況は継続的に更新されることを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記
載の可変整合ネットワーク。
【請求項９】
　マルチバンド・マルチモード通信装置のアンテナポートにおける微調整インピーダンス
整合を提供する方法であって、
　所与の信号に関連する動作状況を受信する工程と、
　前記動作状況のうちの１つ以上に基づいて複数の所定のグロスパラメータから第１パラ
メータ集合を選択する工程と、
　前記動作状況のうちの１つ以上に基づく最適化アルゴリズムを用いて第２パラメータ集
合を取得する工程と、
　前記第１パラメータ集合と前記第２パラメータ集合とに基づいて総合的な整合パラメー
タを取得する工程と、
　前記総合的な整合パラメータに基づいて個別整合回路を動的に調整する工程と
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を有することを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記第１パラメータ集合が基づく前記１つ以上の動作状況は、選択された無線アクセス
技術と、選択された周波数帯と、送信モードまたは受信モードのうちの選択された一方と
を含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２パラメータ集合が基づく前記１つ以上の動作状況は、信号品質に関連する情報
と、送信モードまたは受信モードのうちの選択された一方とを含むことを特徴とする請求
項９又は１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記信号品質情報は、上りリンク信号品質と下りリンク信号品質とのうちの少なくとも
一方を含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　第２パラメータ集合を取得する工程は、
　　前記上りリンク信号品質と前記下りリンク信号品質とを比較してどちらのリンクの方
が低いかを判定する工程と、
　　低い方のリンクの信号品質に基づいて前記第２パラメータ集合を最適化する工程と
を含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つの所定のグロスパラメータは、周波数帯と、無線アクセス技術と、送信
／受信モードとの取りうる組み合わせのそれぞれに割り当てられることを特徴とする請求
項１０乃至１３の何れか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　第１パラメータ集合を選択する工程は、
　　１つの期間について前記送信モードに基づいて前記第１パラメータ集合を選択する工
程と、
　　次の期間について前記受信モードに基づいて前記第１パラメータ集合を選択する工程
と
を含むことを特徴とする請求項１０乃至１４の何れか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記動作状況は継続的に更新されることを特徴とする請求項９乃至１５の何れか１項に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は総括的に通信装置内のアンテナに関し、特に移動体電話のようなマルチバンド
・マルチモード通信装置内のアンテナのインピーダンス整合に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アンテナのインピーダンス整合はＲＦ設計のよく知られた側面である。インピーダンス
整合ネットワークは無線部を１つ以上のアンテナに整合させるために様々に異なる通信装
置で用いられる。整合ネットワークは挿入損失を最小化し高い受信機性能を提供するよう
に動作する。典型的に、移動体電話のような通信装置の整合ネットワークは装置に含まれ
る無線回路のＲＦフロントエンドモジュールに含まれる。ＲＦフロントエンドモジュール
は装置のアンテナ部と送受信機との間に位置する回路として定義されてもよい。
【０００３】
　マルチバンド・マルチモード通信装置の出現はＲＦフロントエンドモジュールとそこに
含まれる整合ネットワークとの設計に新たな挑戦をもたらしてきた。通信装置が対応する
周波数帯と無線アクセス技術（ＲＡＴ）（当該技術分野で通信標準とも呼ばれる）との個
数が増えると、装置内のＲＦフロントエンドモジュールの複雑さおよびコストも増える。
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装置の無線部に関する増加する要求との競争は、通信装置の小型化が消費者の便利さおよ
び要望を満足させることを常に後押しする。
【０００４】
　例えば、１つのアンテナで３周波数帯ＷＣＤＭＡ（広帯域符号分割多元接続）技術と４
周波数帯ＧＳＭ（グローバルシステム・フォー・モバイルコミュニケーションズ）技術と
をカバーする移動体電話が開発されてきている。しかしながら、このようなマルチバンド
・マルチモード装置のフロントエンドモジュールは、送信と受信との両方についてのすべ
てのＧＳＭ周波数帯とＷＣＤＭＡ周波数帯をカバーするために必要になる多数のＲＦ信号
経路（例えば、各ＲＡＴによりカバーされる各周波数帯について１つのＲＦ信号経路）を
扱うために多数のＲＦ構成要素を必要とする。さらなる複雑さを加えるように、最大電力
伝送を提供するために、アンテナインピーダンスを多数のＲＦ信号経路のそれぞれに整合
させなければならない。
【０００５】
　図５および図６はマルチバンド・マルチモード通信装置におけるインピーダンス整合へ
の従来のアプローチを説明する。図５は各ＲＦ信号経路上に独立した整合回路を配置する
従来の無線回路を説明する。図５の無線回路は、それぞれの信号経路に関連する個別の周
波数帯、ＲＡＴおよび送受信モードに個別に構成されたインピーダンス整合回路を提供す
ることによって完全な整合を提供する。しかしながら、これはフロントエンドモジュール
のコストおよび複雑さを増加する。図６に示される従来の無線回路は１つの共通整合回路
を含むことによってＲＦコンポーネントの個数を大幅に低減する。しかしながら、図６の
共通整合回路は不変の整合を提供し、それによってすべての周波数帯、ＲＡＴおよびＴＸ
／ＲＸモードの全域で自身の性能を妥協する。結果として、図６の無線回路は所望の最大
電力伝送を提供することができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の側面に従って、マルチバンド・マルチモード通信装置に用いられる可変整合ネ
ットワークが提供され、当該可変整合ネットワークは現在の動作状況に基づいて通信装置
内のアンテナと無線回路の各信号経路との間の動的な微調整インピーダンス整合を提供で
きる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の１つの実施形態によれば、マルチバンド・マルチモード通信装置で用いられる
可変整合ネットワークが提供される。可変整合ネットワークは所与の信号に関連する１つ
以上の動作状況に基づいて複数の所定のグロスパラメータから第１パラメータ集合を選択
するように構成されたグロスパラメータ選択器を含む。可変整合ネットワークはまた、前
記動作状況のうちの１つ以上に基づく最適化アルゴリズムを用いて第２パラメータ集合を
取得するように構成された整合最適化器を含む。可変整合ネットワークはさらに、前記第
１パラメータ集合と前記第２パラメータ集合とに基づいて総合的な整合パラメータを取得
するように構成されたパラメータ合成器を含む。そして、可変整合ネットワークは動的な
微調整インピーダンス整合を提供するように、前記総合的な整合パラメータに基づいて構
成可能な個別整合回路を含む。
【０００８】
　可変整合ネットワークの側面に従うと、前記第１パラメータ集合が基づく前記１つ以上
の動作状況は、選択された無線アクセス技術と、選択された周波数帯と、送信モードまた
は受信モードのうちの選択された一方とを含む。
【０００９】
　可変整合ネットワークの別の側面に従うと、前記第２パラメータ集合が基づく前記１つ
以上の動作状況は、信号品質に関連する情報と、送信モードまたは受信モードのうちの選
択された一方とを含む。
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【００１０】
　可変整合ネットワークの側面によれば、前記信号品質情報は、上りリンク信号品質と下
りリンク信号品質とのうちの少なくとも一方を含む。
【００１１】
　可変整合ネットワークの別の側面によれば、前記整合最適化器は、前記上りリンク信号
品質と前記下りリンク信号品質とを比較してどちらのリンクの方が低いかを判定し、低い
方のリンクの信号品質に基づいてさらに前記第２パラメータ集合を最適化する。
【００１２】
　可変整合ネットワークの別の側面によれば、少なくとも１つの所定のグロスパラメータ
は、周波数帯と、無線アクセス技術と、送信／受信モードとの取りうる組み合わせのそれ
ぞれに割り当てられる。
【００１３】
　可変整合ネットワークのなおも別の側面によれば、前記グロスパラメータ選択器は１つ
の期間について前記送信モードに基づいて前記第１パラメータ集合を選択し、次の期間に
ついて前記受信モードに基づいて前記第１パラメータ集合を選択する。
【００１４】
　可変整合ネットワークの１つの側面によれば、前記動作状況は継続的に更新される。
【００１５】
　本発明の別の実施形態によれば、マルチバンド・マルチモード通信装置のアンテナポー
トにおける微調整インピーダンス整合を提供する方法が提供される。本方法は、所与の信
号に関連する動作状況を受信する工程と、前記動作状況のうちの１つ以上に基づいて複数
の所定のグロスパラメータから第１パラメータ集合を選択する工程とを含む。本方法はま
た、前記動作状況のうちの１つ以上に基づく最適化アルゴリズムを用いて第２パラメータ
集合を取得する工程と、前記第１パラメータ集合と前記第２パラメータ集合とに基づいて
総合的な整合パラメータを取得する工程とを含む。本方法はさらに、前記総合的な整合パ
ラメータに基づいて個別整合回路を動的に調整する工程を含む。
【００１６】
　１つの側面に従うと、本方法は、前記第１パラメータ集合が基づく前記１つ以上の動作
状況は、選択された無線アクセス技術と、選択された周波数帯と、送信モードまたは受信
モードのうちの選択された一方とを含むことを提供する。
【００１７】
　別の側面に従うと、本方法は、前記第２パラメータ集合が基づく前記１つ以上の動作状
況は、信号品質に関連する情報と、送信モードまたは受信モードのうちの選択された一方
とを含むことを提供する。
【００１８】
　１つの側面によれば、本方法は、前記信号品質情報は、上りリンク信号品質と下りリン
ク信号品質とのうちの少なくとも一方を含むことを提供する。
【００１９】
　別の側面によれば、本方法は、第２パラメータ集合を取得する工程は、前記上りリンク
信号品質と前記下りリンク信号品質とを比較してどちらのリンクの方が低いかを判定する
工程と、低い方のリンクの信号品質に基づいて前記第２パラメータ集合を最適化する工程
とを含むことを提供する。
【００２０】
　さらに別の側面によれば、本方法は、少なくとも１つの所定のグロスパラメータは、周
波数帯と、無線アクセス技術と、送信／受信モードとの取りうる組み合わせのそれぞれに
割り当てられることを提供する。
【００２１】
　１つの側面に従うと、本方法は、第１パラメータ集合を選択する工程は、１つの期間に
ついて前記送信モードに基づいて前記第１パラメータ集合を選択する工程と、次の期間に
ついて前記受信モードに基づいて前記第１パラメータ集合を選択する工程とを含むことを
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提供する。
【００２２】
　別の側面に従うと、本方法は、前記動作状況は継続的に更新されることを提供する。
【００２３】
　本発明のこれらの特徴および更なる特徴は以下の説明と添付の図面とを参照することで
明らかになるだろう。当該説明および図面では、本発明の原理を採用しうる方法の一部を
示す本発明の特定の実施形態が詳細に開示されているが、本発明の範囲がこれに従って限
定されることはないことが理解される。そうではなく、本発明は添付の特許請求の範囲の
精神および文言内に入るすべての変形、修正および均等物を含む。
【００２４】
　１つの実施形態に関して記載および／または説明されている特徴は、１つ以上の他の実
施形態において同一または同様の方法で用いられてもよいし、および／または他の実施形
態の特徴と組み合わせて、または当該特徴にかえて用いられてもよい。
【００２５】
　本明細書で用いられる場合に「備える」および「備えている」という文言は、記述され
た特徴、整数、ステップまたは構成要素の存在を特定するとみなされるが、１つ以上の他
の特徴、整数、ステップ、構成要素またはこれらのグループの存在または追加を排斥する
ものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施形態に従う可変整合ネットワークを含む例示の無線回路の概略ブロ
ック図。
【図２】本発明の実施形態に従う可変整合ネットワークの概略ブロック図。
【図３】本発明の実施形態に従う動的な微調整インピーダンス整合を提供する方法のフロ
ーチャート。
【図４】本発明の実施形態に従う可変整合ネットワークを含む電子装置の概略ブロック図
。
【図５】電子装置内の従来の無線回路の概略ブロック図。
【図６】電子装置内の別の従来の無線回路の概略ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図面を参照しつつ実施形態が以下に説明される。図面を通じて同様の要素を参照するた
めに同様の参照符号が用いられる。図面が必ずしも原寸大でないことが理解されるだろう
。
【００２８】
　本明細書では、主に移動体電話の文脈で実施形態が記載される。しかしながら、移動体
電話の例示の文脈は、開示されるシステムおよび方法の側面が用いられてもよい唯一の動
作環境というわけではないことが理解されるだろう。従って、本明細書で説明される技術
は任意の種類の適切な電子装置に適用されてもよく、適切な電子装置の例は、移動体電話
、メディアプレーヤ、ゲーム装置、コンピュータ、ページャ、コミュニケータ、電子オー
ガナイザ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、携帯型通信装置などを含む。
【００２９】
　まず図１を参照して、本発明の例示の実施形態に従う可変整合ネットワーク１０を含む
例示の無線回路１２が示される。無線回路１２は例えば（以下で図４を参照しつつ検討さ
れる）移動体電話のような電子装置に含まれてもよい。
【００３０】
　可変整合ネットワーク１０はアンテナポート１６を介してアンテナ１４に動作可能なよ
うに結合される。アンテナ１４は無線回路１２の通信動作およびその他のネットワークタ
スクをサポートする。１つの実施形態では、アンテナ１４は移動体電話ネットワークのよ
うな通信ネットワーク１８から入ってくる信号を受信し、当該通信ネットワーク１８へ出
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ていく信号を送信するように構成される。例示の実施形態では、無線回路１２が動作する
ように設計されたすべての無線アクセス技術（ＲＡＴ）およびすべての周波数帯における
通信動作のために同一のアンテナ１４が用いられる。
【００３１】
　通信ネットワーク１８は、例えばカバレッジ、容量、サービス要件などに基づいて、所
与のエリアにおいて、所与の時点に、および／または所与の通信装置についてどのＲＡＴ
が用い、且つどの周波数帯を用いるかを決定する。例えば、電話をしている途中に、発呼
側がＧＳＭカバレッジエリアからＷＣＤＭＡカバレッジへ移動する場合に、通話が中断さ
れずに継続しうるようにＧＳＭで開始された呼をＷＣＤＭＡシステムへ「ハンドオーバ」
してもよい。通信ネットワーク１８は選択された周波数帯およびＲＡＴの情報を、アンテ
ナ１４を介して無線制御部２０へ送信する。この情報は通信ネットワーク１８によって継
続的に更新されてもよい。
【００３２】
　説明される実施形態では、通信ネットワーク１８は、無線回路１２により開始された呼
と無線回路１２へ向けられた呼とを管理し、無線回路１２へデータを送信し、（例えば周
波数帯、ＲＡＴおよび信号品質の情報の提供を含む）任意の他のサポート機能を実行する
サーバ２２（またはサーバ群）を含む。サーバ２２は伝送媒体を介して無線回路１２と通
信してもよい。伝送媒体は任意の適切な装置またはアセンブリであってもよく、例えばネ
ットワーク１８の通信基地局２４（例えばセルラサービスタワー、すなわち「セル」タワ
ー）を含む。
【００３３】
　１つの実施形態では、通信ネットワーク１８はアンテナ１４を介して無線制御部２０へ
信号品質情報を送信してもよい。例えば、信号品質情報は基地局２４によって推定された
上りリンク信号品質（例えば送信信号の品質）を特定してもよい。同様に、無線制御部２
０は下りリンク信号品質（例えば受信信号の品質）を特定する信号品質情報を、アンテナ
１４を介して基地局２４へ送信してもよい。
【００３４】
　別の実施形態では、上りリンク信号品質は基地局２４によって無線制御部２０へ送信さ
れた所定のコマンドから導出される。従来のように、基地局２４は推定された上りリンク
信号品質に基づいて無線制御部２０へ複数のコマンドを提供する。これらのコマンドは例
えば電力制御、符号レートなどのような所定のパラメータを変更するように無線制御部２
０へ命令する。例えば、電力制御コマンドは、よりよい性能を達成するために無線回路１
２の送信電力を増やすように無線制御部２０へ命令してもよい。理解されるように、高送
信電力は受信機におけるより高い信号電力（例えば、より高い信号対雑音比（ＳＮＲ））
を生み出し、これは通信リンクのビット誤り率（ＢＥＲ）を減らし、より高いデータレー
トでの伝送を可能にする。本発明の１つの実施形態は上りリンク信号品質を導出するため
にこれらの基地局コマンド（例えば、電力制御、符号レートなど）を利用する。簡単のた
めに、どのように上りリンク信号品質を導出するかに関する更なる詳細は提供されない。
基地局２４から受信された情報から上りリンク品質測定値をどのように導出するかは無線
通信の当業者には明らかだろう。
【００３５】
　図１に示されるように、無線制御部２０は無線回路１２の現在の「動作状況」を示す制
御信号を可変整合ネットワーク１０へ送信してもよい。これらの動作状況はＲＡＴ、周波
数帯、信号品質などのような、通信ネットワーク１８から受信された情報を含んでもよい
。以下に図２を参照しつつより詳細に記載されるように、可変整合ネットワーク１０は無
線制御部２０から受信された動作状況に基づいてアンテナ１４のインピーダンス整合を動
的に微調整するように構成される。
【００３６】
　図１は無線回路１２がグローバルシステム・フォー・モバイルコミュニケーションズ（
ＧＳＭ）モードまたは広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）モードで動作しうる本発明
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の例示の実施形態を説明する。ＧＳＭモードでは、無線回路１２は受信側と送信側との両
方で３つのＧＳＭ周波数帯、すなわち８５０ＭＨｚ、１９００ＭＨｚおよび２１００ＭＨ
ｚをカバーしてもよい。ＷＣＤＭＡモードでは、無線回路１２は受信側と送信側との両方
で４つのＷＣＤＭＡ周波数帯、すなわち８５０ＭＨｚ、９００ＭＨｚ、１８００ＭＨｚお
よび１９００ＭＨｚをカバーしてもよい。しかしながら、本発明はＲＡＴまたは周波数帯
のいずれにも、もしくはＲＡＴまたは周波数帯のいずれの個数又はそのいずれの組み合わ
せにも限定されない。例えば、通信ネットワーク１８および／または別のタイプの放送ネ
ットワークと相互動作するための送信機のタイプ、受信機のタイプおよび／または送受信
機のタイプは、発展型データレート・フォー・ＧＳＭエボリューション（ＥＤＧＥ）、汎
用移動体通信システム（ＵＭＴＳ）、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、符号分
割多元接続（ＣＤＭＡ）、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）、デジタルビデオブロ
ードキャスティング‐ハンドヘルド（ＤＶＢ－Ｈ）、統合サービスデジタルブロードキャ
スティング（ＩＳＤＢ）などだけでなく、これらの標準の発展したバージョンを含んでも
よいが、これらに限定されない。本明細書で検討される周波数帯は近い将来にＷＣＤＭＡ
技術に導入される７００ＭＨｚ帯を含む任意の周波数帯を含んでもよい。
【００３７】
　説明される実施形態では、無線回路１２は、アンテナ１４を介して通信ネットワーク１
８と信号を交換するために、２つの無線周波数（ＲＦ）送信機２６と２つのＲＦ受信機２
８とを含む。ＲＦ送信機２６とＲＦ受信機２８とのそれぞれは、送信機能と受信機能との
それぞれを実行するためのＲＦ用ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）（不図示）を含んで
もよい。図示されるように、ＲＦ送信機２６ａとＲＦ受信機２８ａとはＷＣＤＭＡ技術に
ついて構成される。そして、ＲＦ送信機２６ｂとＲＦ受信機２６ｂとはＧＳＭ技術につい
て構成される。１つの実施形態では、ＲＦ送信機２６ａとＲＦ受信機２８ａとは１つのＷ
ＣＤＭＡ送受信機へ統合されてもよい。そして、ＲＦ送信機２６ｂとＲＦ受信機２８ｂと
は１つのＧＳＭ送受信機へ統合されてもよい。別の実施形態では、ＲＦ送信機２６とＲＦ
受信機２８とは、複数のＲＡＴに従って信号の送信と受信との両方を行うように設計され
た単一のマルチモードＲＦ送受信機に含まれてもよい。
【００３８】
　無線回路１２は、信号経路３２、３４を介して可変整合ネットワーク１０をＲＦ送信機
２６およびＲＦ受信機２８へ接続し、それによってアンテナポート１６をＲＦ送信機２６
およびＲＦ受信機２８へ接続するように選択的に動作可能なスイッチ３０を含んでもよい
。スイッチ３０は１つ以上のマルチプレクサと適切に構成されたフィルタとを含むアンテ
ナスイッチモジュールであってもよい。１つの実施形態では、スイッチ３０はアンテナポ
ート１６を９つの信号経路３２、３４のうちの１つへ選択的に接続するためのＳＰ９Ｔ（
単一ポール、９スロー）スイッチであってもよい。
【００３９】
　スイッチ３０は、アクティブなＲＡＴ（例えば、所与の信号の送信および／または受信
を行うために通信ネットワーク１８により利用されている通信標準）とアクティブな周波
数帯（例えば、通信ネットワーク１８が所与の信号の送信および／または受信を行ってい
る範囲内の周波数帯）とに依存して、信号経路３２、３４のうちの１つへ可変整合ネット
ワーク１０を選択的に接続する。アクティブなＲＡＴおよび周波数帯の情報は無線制御部
２０からの制御信号の形式でスイッチ３０へ提供されてもよい。信号経路３２、３４のそ
れぞれは、特定のＲＡＴに属する特定の周波数帯内の信号の送信および／または受信を行
うように設計されてもよい。各信号経路３２／３４に割り当てられたＲＡＴは経路３２／
３４に関連するＲＦ送信機２６および／またはＲＦ受信機２８により利用されている技術
に対応する。
【００４０】
　説明される実施形態では、アクティブなＲＡＴがＧＳＭであるならば、スイッチ３０は
、アクティブな周波数帯と、所与の信号が送信されている（例えば送信信号）か受信され
ている（例えば受信信号）かとに基づいて、信号経路３４のうちの１つへアンテナポート
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１６を選択的に接続する。ＧＳＭ信号経路３４は、信号経路３４のそれぞれが送信信号だ
けまたは受信信号だけを搬送する半二重経路である。ＧＳＭ動作中に、無線回路１２が送
信モードで動作している（例えば、アンテナ１４を介して通信ネットワーク１８へ信号を
送信している）か、受信モードで動作している（例えば、アンテナ１４を介して無線ネッ
トワーク１８から信号を受信している）かに関してスイッチ３０へ指示する制御信号をス
イッチ３０は無線制御部２０から受信する。ＲＸ信号経路３４ａは８５０ＭＨｚ周波数帯
の受信信号を搬送する。ＲＸ信号経路３４ｂは９００ＭＨｚ周波数帯の受信信号を搬送す
る。ＲＸ信号経路３４ｃは１８００ＭＨｚ周波数帯の受信信号を搬送する。ＲＸ信号経路
３４ｄは１９００ＭＨｚ周波数帯の受信信号を搬送する。ＴＸ信号経路３４ｅは８５０Ｍ
Ｈｚおよび／または９００ＭＨｚの周波数帯の送信信号を搬送する。そして、ＴＸ信号経
路３４ｆは１８００ＭＨｚおよび／または１９００ＭＨｚの周波数帯の送信信号を搬送す
る。
【００４１】
　他方、アクティブなＲＡＴがＷＣＤＭＡであるならば、スイッチ３０はアクティブな周
波数帯だけに依存してアンテナポート１６を信号経路３２のうちの１つへ選択的に接続す
る。説明される例では、ＷＣＤＭＡ信号経路３２は、信号経路３２のそれぞれが送信信号
と受信信号との両方を同時に搬送してもよい全二重経路である。ＴＸ／ＲＸ信号経路３２
ａは８５０ＭＨｚ周波数帯の信号を搬送する。ＴＸ／ＲＸ信号経路３２ｂは１９００ＭＨ
ｚ周波数帯の信号を搬送する。そして、ＴＸ／ＲＸ信号経路３２ｃは２１００ＭＨｚ周波
数帯の信号を搬送する。理解されるように、送信信号と受信信号とが別々の周波数チャネ
ルを占めるかぎり、両信号は互いに干渉せずに単一のＴＸ／ＲＸ信号経路に共存してもよ
い。各周波数帯は従来と同様に複数の周波数チャネルを含む。例えば、ＷＣＤＭＡ周波数
帯は複数の５ＭＨｚチャネルに分割される。
【００４２】
　説明される実施形態では、ＴＸ／ＲＸ信号経路３２のそれぞれはデュプレクサ３６に結
合される。ＴＸ／ＲＸ信号経路３２のそれぞれで受信信号と送信信号との同時伝送を可能
にするように、各デュプレクサ３６は２つのポート３８、４０を１つのポート４２へ多重
化する。各デュプレクサ３６は、対応するＴＸ／ＲＸ信号経路３２に関する周波数帯内で
動作するように設計されてもよい。各デュプレクサ３６はポート３８、４０において送信
信号から受信信号を分離し、１つの共通アンテナを介した信号の雑音なしの転送を可能に
するように設計された１つ以上のフィルタ（不図示）を含んでもよい。伝送のために、ス
イッチ３０における唯１つのＴＸ／ＲＸ信号経路３２がアンテナ１４により受信された信
号を受信機ＲＦ２８ａへ転送し、送信機ＲＦ２６ａからアンテナ１４へ信号を転送するこ
とを各ＷＣＤＭＡ周波数帯が必要とするので、デュプレクサ３６を使用することにより、
スイッチ３０内のＴＸ／ＲＸポートの個数が低減する。デュプレクサ３６は既知の方法を
用いて送信信号と受信信号とを相互に分離するように設計されてもよい。各デュプレクサ
３６によりサポートされる周波数範囲は、デュプレクサ３６を通る送信信号と受信信号と
の間の周波数間隔を超えるべきではない。少なくともこのようにして、デュプレクサ３６
は関連ＲＸ経路の周波数範囲内に発生する関連ＴＸ経路上の雑音をフィルタで除去しても
よい。
【００４３】
　説明される例に従って、所定の環境における信号間の相互干渉を回避するために、信号
経路３４はデュプレクサに接続されない。例えば、当該分野で知られているように、ＧＳ
Ｍの１９００ＭＨｚ　ＴＸ帯はＧＳＭの１８００ＭＨｚ　ＲＸ帯と重複しうる。その結果
、デュプレクサが高い分離を提供できないならば、これらの帯域の間で重複する範囲内の
周波数を有する送信信号と受信信号とは結合および／または接合されうる。無線回路１２
は受信側の各周波数帯をカバーする別個の信号経路３４ａ、３４ｂ、３４ｃ、３４ｄと、
送信側の周波数帯の２つの集合をカバーする別個の信号経路３４ｅ、３４ｆとを含むこと
によってこの問題を回避する。
【００４４】
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　無線回路１２は、増幅器４２／４４に結合された信号経路３２／３４に割り当てられた
周波数帯内の信号を増幅するように個別に設計された電力増幅器（ＰＡ）４２および／ま
たは低雑音増幅器（ＬＮＡ）を含んでもよい。説明される実施形態では、ＧＳＭ信号経路
３４ａ、３４ｂ、３４ｃ、３４ｄのそれぞれはＬＮＡ４４ｄ、４４ｅ、４４ｆ、４４ｇへ
それぞれ直接に接続される。ＷＣＤＭＡ側では、ＴＸ／ＲＸ信号経路３２ａはデュプレク
サ３６ａを介してＬＮＡ４４ａとＰＡ４２ａとの両方に結合される。ＴＸ／ＲＸ信号経路
３２ｂはデュプレクサ３６ｂを介してＬＮＡ４４ｂとＰＡ４２ｂとの両方に結合される。
そして、ＴＸ／ＲＸ信号経路３２ｃはデュプレクサ３６ｃを介してＬＮＡ４４ｃとＰＡ４
２ｃとの両方に結合される。
【００４５】
　ＰＡ４２のそれぞれは、信号がアンテナ１４を介して送信される前に、送信機２６から
の送信信号を増幅する。そして、ＬＮＡ４４のそれぞれは、信号がＲＦ受信機２８へ送信
される前に受信信号を増幅する。図１に示されるように、ＰＡ４２ａ、４２ｂ、４２ｃは
ＷＣＤＭＡ用ＲＦ送信機２６に結合される。そして、ＬＮＡ４４ａ、４４ｂ、４４ｃはＷ
ＣＤＭＡ用ＲＦ受信機２８ａに結合される。ＰＡ４２ｄ、４２ｅはＧＳＭ用ＲＦ送信機２
６ｂに結合される。そして、ＬＮＡ４４ｄ、４４ｅ、４４ｆ、４４ｇはＧＳＭ用ＲＦ受信
機２８ｂに結合される。
【００４６】
　無線回路１２はアクティブなＲＡＴに従って所与の信号を変調および／または復調する
ための１つ以上のベースバンドプロセッサを含んでもよい。各ＲＡＴは通信ネットワーク
１８により容易に対応されうる信号を提供するための特定の変調技術を必要としてもよい
。変調処理は、変調された信号がメッセージまたは情報を伝達するように、信号の振幅、
位相および／または周波数のような、信号の所定のパラメータを変えることによって、メ
ッセージ信号を新たなスペクトル位置に変換することを含む。簡単のために、各ＲＡＴに
ついて用いられる特定の変調技術はさらに詳細には検討されない。しかしながら、各通信
標準に必要な変調技術をどのように実装するかは移動体通信システムの当業者に明らかで
あるだろう。
【００４７】
　説明される実施形態では、ベースバンドプロセッサ４６ａはＷＣＤＭＡ技術について設
計され、ベースバンドプロセッサ４６ｂはＧＳＭ技術について設計される。図１に示され
るように、ＷＣＤＭＡ用ベースバンドプロセッサ４６ａはＷＣＤＭＡ用ＲＦ送信機２６ａ
とＷＣＤＭＡ用ＲＦ受信機２８ａとに動作可能なように接続される。そして、ＧＳＭ用ベ
ースバンドプロセッサ４６ｂはＧＳＭ用ＲＦ送信機２６ｂとＧＳＭ用ＲＦ受信機２８ｂと
に動作可能なように接続される。１つの実施形態では、ベースバンドプロセッサ４６は複
数のＲＡＴを扱うように設計された単一のマルチモード・ベースバンドプロセッサであっ
てもよい。例えば、通信ネットワーク１８から受信された周波数帯およびＲＡＴの情報に
基づいて、マルチモード・ベースバンドプロセッサは、どのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ
、ＧＳＭなど）が通信ネットワーク１８により用いられているかに関わらず、必要な変調
（例えば、線形、小信号極性、開ループ極性など）をすべての信号に適用できる。
【００４８】
　ベースバンドプロセッサ４６は無線制御部２０に動作可能なように接続される。無線制
御部２０は通信ネットワーク１８から受信された、例えば信号を送信または受信するため
にどのＲＡＴおよびどの周波数帯が用いられうるかのような情報に基づいて、ベースバン
ドプロセッサ４６へ制御信号を提供してもよい。ベースバンドプロセッサ４６は信号処理
情報を無線制御部２０へ提供してもよい。プロセッサ４６からの情報に基づいて、無線制
御部２０は、例えば下りリンク信号品質および／または上りリンク信号品質の推定値を提
供してもよい。
【００４９】
　ここで図２を参照して、可変整合ネットワーク１０が示される。無線制御部２０から受
信した動作状況に基づいて、可変整合ネットワーク１０はアンテナ１４と増幅器４２、４
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４につながる信号経路３２、３４のそれぞれとの間の動的な微調整インピーダンス整合を
提供する。整合ネットワークのよく知られた目的はＲＦアンテナリンク（例えば図１に示
されるアンテナポート１６）における最大電力伝送を提供することである。アンテナ１４
のインピーダンスが信号経路３２／３４、より具体的には対応する増幅器４２、４４のイ
ンピーダンスに整合する場合に最大電力伝送が達成される。しかしながら、最大電力伝送
を得るための処理において、従来の整合ネットワークはＲＦアンテナリンクにおいて干渉
信号と雑音とを含むすべての信号の伝送を最大化する。これは所望の信号の品質を劣化す
る。本明細書で検討されるように、本発明は、例えば雑音指数（ＮＦ）、帯域幅、電圧定
在波比（ＶＳＷＲ）、信号利得などを含む信号の他の側面を妥協せずに所望の信号の電力
伝送を最大化する可変整合ネットワーク１０を提供する。例えば、本発明の１つの実施形
態では、可変整合ネットワーク１０は信号品質に最適化された動的な微調整インピーダン
ス整合を提供する。
【００５０】
　図２に説明されるように、可変整合ネットワーク１０は整合最適化器５０、グロスパラ
メータ選択器５２、パラメータ合成器５４および個別整合回路５６を含む。それぞれの動
作は以下により詳細に説明される。
【００５１】
　可変整合ネットワーク１０は無線制御部２０から現在の動作状況を示す制御信号を受信
する。動作状況は通信ネットワーク１８から受信された、所与の信号についてのアクティ
ブな周波数帯（例えば８５０ＭＨｚ、９００ＭＨｚ、１８００ＭＨｚなど）とアクティブ
なＲＡＴ（例えばＧＳＭ、ＷＣＤＭＡ、ＬＴＥなど）とに関する情報を含んでもよい。ア
クティブな周波数およびアクティブなＲＡＴは従来のようにカバレッジ、容量、サービス
要件などに基づいて決定されてもよい。ＧＳＭ動作について、動作状況は無線回路１２が
送信モードで動作しているか受信モードで動作しているかを示す情報を含んでもよい。Ｗ
ＣＤＭＡ動作について、ＷＣＤＭＡ信号経路３２は全二重であり、それ故ＴＸモードとＲ
Ｘモードとの両方で同時に動作しうるので、ＴＸ／ＲＸ情報が提供されなくてもよい。
【００５２】
　説明される実施形態では、動作状況は信号品質情報を含む。信号品質情報は、例えば信
号対雑音比（ＳＮＲ）、受信信号強度表示（ＲＳＳＩ）、ビット誤り率（ＢＥＲ）などを
含む１つ以上の既知のリンク品質測定値を用いて推定されてもよい。信号品質情報は下り
リンク信号品質（例えば受信信号品質）および／または上りリンク信号品質（例えば送信
信号品質）に関する情報を含んでもよい。下りリンク信号品質は無線回路１２によって推
定されてもよい。１つの実施形態では、上りリンク信号品質は基地局２４において継続的
に推定され、継続した更新を介して基地局２４によって無線制御部１２へ提供される。別
の実施形態では、上りリンク信号品質は図１を参照して説明されたように、例えば電力制
御情報、符号レート情報などのような、基地局２４から受信された標準情報から導出され
る。
【００５３】
　図２に説明されるように、無線制御部２０はアクティブな周波数帯、ＲＡＴおよびＴＸ
／ＲＸモードの情報をグロスパラメータ選択器５２へ提供する。受信した情報に基づいて
、グロスパラメータ選択器５２は個別整合ネットワーク５６の構成要素を調整するための
グロス整合パラメータを選択する。グロスパラメータは、ＲＡＴ、周波数帯およびＴＸ／
ＲＸモードの取りうる組み合わせのそれぞれについて個別に構成された整合ネットワーク
を提供するように事前に規定される。グロスパラメータは個別整合回路５６の事前のモデ
リングおよびテストから得られてもよく、グロスパラメータ選択器５２に格納されてもよ
い。グロスパラメータ選択器５２は、ＲＡＴ、周波数帯およびＴＸ／ＲＸモードの取りう
る組み合わせのそれぞれについてグロスパラメータエントリを含む参照表を含んでもよい
。理解されるように、参照表を用いることで、正確なインピーダンス整合を提供するため
に必要な計算時間が最小化される。
【００５４】
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　図２に説明されるように、無線制御部２０は下りリンク信号品質および上りリンク信号
品質の情報を整合最適化器５０へ提供する。受信した情報に基づいて、整合最適化器５０
は個別整合回路５６により提供されるインピーダンス整合を微調整するために用いられる
デルタパラメータを提供する。整合最適化器５０は所与の信号の品質（例えば信号対雑音
比（ＳＮＲ）、ビット誤り率（ＢＥＲ）など）に基づいて、個別整合回路５６についての
最適な整合パラメータを計算するための最適化アルゴリズムを含んでもよい。信号品質情
報は例えば基地局２４および／または無線制御部２０によって継続的に送信されうるため
、整合最適化器５０はデルタパラメータを動的に提供できる。１つの実施形態では、最適
化アルゴリズムは、信号利得、電圧定在波比（ＶＳＷＲ）、雑音指数（ＮＦ）、帯域幅な
どに関して最適化された整合パラメータを提供するための事前知識を適用してもよい。
【００５５】
　説明される実施形態では、無線制御部２０は信号品質情報のほかに、アクティブなＴＸ
／ＲＸモードを整合最適化器５０へ提供する。この実施形態では、アクティブなＴＸ／Ｒ
Ｘモードに基づいて、整合最適化器５０は必要に応じて上りリンク信号品質と下りリンク
信号品質とのいずれかの情報を選択し、個別整合回路５６についての最適整合パラメータ
を計算するための最適化アルゴリズムへ選択した情報を提供する。例えば、無線回路１２
が送信モードで動作しているならば、整合最適化器５０は適切なデルタパラメータを計算
するための最適化アルゴリズムへ上りリンク信号品質情報を提供する。同様に、無線回路
１２が受信モードで動作しているならば、整合パラメータ５０は最適化アルゴリズムへ下
りリンク品質情報を提供する。このようにして、整合最適化器５０は無線回路１２の所与
の動作状態について整合パラメータを微調整できる。
【００５６】
　図２に説明されるように、パラメータ合成器５４は整合最適化器５０からデルタパラメ
ータを受信するとともに、グロスパラメータ選択器５２からグロスパラメータを受信する
。パラメータ合成器５４は総合的な整合パラメータを個別整合回路５６へ提供するために
デルタパラメータとグロスパラメータとを合成する。１つの実施形態では、パラメータ合
成器５４はデルタパラメータを用いてグロス整合パラメータを微調整することによって、
総合的な整合パラメータを合成する。
【００５７】
　個別整合ネットワーク５６は、パラメータ合成器５４から受信した総合的な整合パラメ
ータに基づいて調整されうる調整可能な構成要素を含んでもよい。説明される例では、総
合的な整合パラメータは調整可能なコイルと調整可能なコンデンサとへ提供される。総合
的な整合パラメータは、総合的な整合パラメータにより示される指定値に自身のインダク
タンスまたはキャパシタンスを調整するように各構成要素へ指示する制御信号として提供
されてもよい。図２に示される例示の調整可能なコンデンサと調整可能なコイルとは、理
解されるように、２つ以上の調整可能なコンデンサおよび／または２つ以上の調整可能な
コイルを表してもよい。１つの実施形態では、個別整合ネットワーク５６は、個別整合ネ
ットワーク５６の小型化を可能にする微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）技術を含む。他
の実施形態では、個別整合回路５６は集中構成要素またはマイクロストリップを用いて設
計されてもよい。図２はコンデンサに並列するコイルを含む、通信装置についての典型的
な整合ネットワークを説明する。個別整合回路５６の正確な構成または個別整合回路５６
に含まれる正確な構成要素は本発明にとりわけ不可分ではない。従って、本開示は整合ネ
ットワークを作成する要素の任意の組み合わせを包含することが意図される。
【００５８】
　理解されるように、個別整合回路５６は所与の時点で唯１つの整合ネットワークについ
て調整されてもよい。例えば、アンテナ１４のインピーダンスは所与の時点で１つの信号
経路３２／３４のインピーダンスに整合されるだけでもよい。ＧＳＭモードで動作してい
る場合に、各ＧＳＭ周波数帯が別個のＴＸ経路および別個のＲＸ経路を有するので、可変
整合ネットワーク１０はＲＡＴ、周波数帯およびＴＸ／ＲＸモードの取りうる組み合わせ
のそれぞれについての各信号経路３４に関する正確な整合を妥協せずに提供できる。よっ
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て、信号経路３４のいずれに対しても、インピーダンス整合はアクティブな動作状況に従
って正確に個別調整されてもよい。
【００５９】
　従来の整合回路では、信号経路３２の全二重特性に起因してＷＣＤＭＡ側で正確な整合
ができなかった。所与の時点において唯１つのインピーダンス整合ネットワークが提供さ
れうるので、所与の整合値はＴＸモードとＲＸモードとの両方について完全な整合を提供
しないかもしれない。典型的に、ＷＣＤＭＡ側のインピーダンス整合はＴＸモードとＲＸ
モードとの間で妥協される。例えば、信号経路３２ａについてのグロス整合パラメータは
ＬＮＡ４４ａとの完全な整合とＰＡ４２ａとの完全な整合との「中間」になるように選択
される。本発明は、すべての時点ではないかもしれないが少なくとも一部の時点について
正確な整合が提供されうるように、ＷＣＤＭＡモードで動作している場合に整合パラメー
タを計算するための根拠を動的に変更することによって、これらの従来の欠点を克服する
。
【００６０】
　１つのこのような実施形態では、整合最適化器５０は、上りリンク信号品質に基づいた
整合パラメータの最適化と下りリンク信号品質に基づいた整合パラメータの最適化とを切
り替えるように構成されてもよい。整合最適化器５０は上りリンク信号品質と下りリンク
信号品質とを比較して、どちらの「リンク」の方が低い信号品質を有するかを決定しても
よく、低い方の信号品質に基づいた整合パラメータ最適化を実行してもよい。上述のよう
に、上りリンク・下りリンク信号品質推定値が継続的に整合最適化器５０へ提供されても
よい。例えば、上りリンク信号品質の方が低いことを整合最適化器５０が決定したならば
、最適化アルゴリズムは上りリンク信号品質に基づいてデルタパラメータを計算する。時
間の経過とともに下りリンク信号品質が上りリンク信号品質よりも低くなるならば、整合
最適化器５０は下りリンク信号品質に基づいた整合パラメータの最適化に切り替えてもよ
い。少なくとも上記のようにして、整合最適化器５０は、ＷＣＤＭＡ動作中に任意の所与
の時点において、低い方のリンクについての正確な整合を提供するために動的にデルタパ
ラメータを変えることができる。
【００６１】
　別の実施形態では、ＷＣＤＭＡ動作中に、可変整合ネットワーク１０はＴＸモードにつ
いての完全な整合の提供とＲＸモードについての完全な整合の提供とを切り替えてもよい
。無線制御部２０は、ＴＸモードに基づいて整合する時点と、ＲＸモードに基づいて整合
する時点とを可変整合ネットワーク１０に指示する制御信号をグロスパラメータ選択器５
２へ（例えば図２のＴＸ／ＲＸ線で）提供してもよい。無線制御部２０から受信した制御
信号に基づいて、グロスパラメータ選択器５２は、選択されたＴＸ／ＲＸモードに対応す
るグロスパラメータを選択してもよい。１つの実施形態では、無線制御部２０はＴＸモー
ドについての整合とＲＸモードについての整合とを切り替えるために５０パーセント（５
０％）のデューティサイクルを利用する。この実施形態に従うと、可変整合ネットワーク
１０は一つの半期間についてＬＮＡ４４ａ、４４ｂ、４４ｃのうちの１つのインピーダン
スにアンテナインピーダンスを整合させ、次の半期間についてＰＡ４２ａ、４２ｂ、４２
ｃのうちの１つのインピーダンスにアンテナインピーダンスを整合させ、以下同様に続く
。少なくとも上記のようにして、可変整合ネットワーク１０は送信信号と受信信号とを１
つのＴＸ／ＲＸ信号経路３２へ二重化することにより生じるインピーダンス不整合を最小
化してもよい。
【００６２】
　可変整合ネットワーク１０は１つ以上の集積回路（ＩＣ）に製造されてもよい。上述さ
れ、無線回路１２に含まれる様々な構成要素は同一のＩＣに製造されてもよいし、１つ以
上の個別の接続されたＩＣに製造されてもよい。無線回路１２に含まれるすべてのスイッ
チは例えばＧａＡｓ、ｐＨＥＭＴ、ＣＭＯＳ、ＭＥＭＳなどを含む任意の種類の技術に基
づいていてもよい。
【００６３】
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　図３を付加的に参照して、マルチバンド・マルチモード通信装置で動的な微調整インピ
ーダンス整合を提供する例示の方法を実施するための論理動作が説明される。例示の方法
は例えば可変整合ネットワーク１０の実施形態を用いて実行されてもよい。図３は機能論
理ブロックを実行する特定の順序を示すが、ブロックを実行する順序は示される順序から
変更されてもよい。また、連続して示される２つ以上のブロックは同時または部分的に並
列に実行されてもよい。また所定のブロックは省略されてもよい。さらに、任意の個数の
機能、論理動作、命令、状態定数、セマフォまたはメッセージが改善された利用、説明、
性能、測定、トラブルシューティングなどのために論理フローに追加されてもよい。この
ようなすべての変形は本発明の範囲内にあることが理解されるだろう。
【００６４】
　動的な微調整インピーダンス整合を提供する論理フローは所与の信号に関連する動作状
況が受信されるブロック６０で始まってもよい。上述のように、動作状況は所与の信号に
関連する周波数帯、ＲＡＴおよびＴＸ／ＲＸモードに関する情報だけでなく、信号の品質
を含んでもよい。
【００６５】
　ブロック６２で、動作状況に基づいて複数の所定のグロスパラメータの中から第１パラ
メータ集合が選択されてもよい。上述のように、グロスパラメータはＲＡＴ、周波数帯お
よびＴＸ／ＲＸモードの取りうる組み合わせのそれぞれについて事前に決定されてもよい
。グロスパラメータは動作状況の特定の組み合わせを対応するグロスパラメータエンティ
ティに合致させるための参照表を用いて選択されてもよい。第１パラメータ集合を選択す
るために用いられる動作状況はアクティブなＲＡＴ、周波数帯およびＴＸ／ＲＸモードを
含んでもよい。
【００６６】
　ブロック６４で、動作状況に基づいて最適化アルゴリズムを用いて第２パラメータ集合
が取得されてもよい。上述のように、第２パラメータ集合を取得するために用いられる動
作状況は信号品質（例えば上りリンク信号品質および／または下りリンク信号品質）とア
クティブなＴＸ／ＲＸモードとを含んでもよい。
【００６７】
　ブロック６６で、第１パラメータ集合と第２パラメータ集合とに基づいて総合的な整合
パラメータが取得される。１つの実施形態では、総合的な整合パラメータは、第２パラメ
ータ集合を用いて第１パラメータ集合を微調整することによって取得される。
【００６８】
　ブロック６８で、個別整合回路が総合的な整合パラメータに基づいて動的に調整される
。上述のように、個別整合回路は総合的な整合パラメータを用いて調整されうる調整可能
な構成要素を含んでもよい。
【００６９】
　本発明の上記の開示は所与の信号に関連する動作状況に基づく動的な微調整整合を提供
する。特に、動的な微調整整合は、アクティブなＲＡＴ、周波数帯およびＴＸ／ＲＸモー
ドに基づいて整合パラメータを継続的に調整し、対応する信号品質に基づいて整合パラメ
ータを継続的に最適化することによって提供される。さらに、可変整合ネットワーク１０
は、少なくとも一部の時点について正確な整合を提供するように整合パラメータを計算す
るための根拠を動的に切り替えることによって、ＷＤＣＭＡ動作に必要なデュプレクサに
より生じるインピーダンス不整合を克服できる。
【００７０】
　ここで図４を参照して、可変整合ネットワーク１０を含む電子装置７０が示される。説
明される実施形態の電子装置は移動体電話のような通信装置であってもよく、通信装置７
０として参照される。簡単のために、通信装置７０の多くの特徴は詳細には説明されない
。
【００７１】
　図４に説明される実施形態では、可変整合ネットワークは、アンテナ１４に結合されて
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いる無線回路１２内に含まれる。無線回路１２は通信装置７０の通信動作をサポートして
もよい。例えば、無線回路１２はアンテナ１４を介して通信装置７０が通信ネットワーク
１８（図１）上の別の装置との呼の確立および／または信号の交換を行うことを可能にし
てもよい。例えば、他方の装置は別の移動体電話であってもよいし、固定電話であっても
よい。しかしながら、他方の装置は別の電話である必要はなく、インターネットウェブサ
ーバ、コンテンツ提供サーバ、コンピュータなどのような何らかの他の装置であってもよ
い。呼は任意の適切な形式を取ってもよい。例えば、呼は従来の音声呼、ボイスオーバイ
ンターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）呼、ビデオ対応呼などでありうる。さらに、呼に連
動して、通信装置７０は、テキストメッセージ、インスタントメッセージ、電子メールメ
ッセージ、マルチメディアメッセージ、データファイル、ビデオファイル、オーディオフ
ァイル、リングトーン、ストリーミングオーディオ、ストリーミングビデオ、（ポッドキ
ャストおよびリアリーシンプルシンジケーション（ＲＳＳ）データフィードを含む）デー
タフィード、インターネットコンテンツなどのようなデータの送信、受信および／または
処理を行うように構成されてもよい。アンテナ１４および無線回路１２は２つ以上のアン
テナ１４および２つ以上の回路１２を表してもよいことが理解されるだろう。
【００７２】
　通信装置７０は、通信装置７０の機能および動作の総合的な制御を実行するように構成
されている主制御回路７２を含んでもよい。制御回路７２は中央処理部（ＣＰＵ）、マイ
クロコントローラまたはマイクロプロセッサのような処理装置７４を含んでもよい。処理
装置７４は通信装置７０の動作を実行するために、主制御回路７２内のメモリ（不図示）
および／またはメモリ７６のような別個のメモリに格納されたコードを実行する。メモリ
７６は例えばバッファ、フラッシュメモリ、ハードドライブ、リムーバブルメディア、揮
発性メモリ、不揮発性メモリ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）またはその他の適した
データ記憶機構のうちの１つ以上であってもよい。典型的な構成では、メモリ７６は長期
間データ記憶のための不揮発性メモリと制御回路７２のためのシステムメモリとして機能
する揮発性メモリとを含んでもよい。
【００７３】
　１つの実施形態では、制御回路７２は無線制御部２０（図１、図２）を含んでもよい。
処理装置７４は無線制御部２０のために通信機能を処理してもよい。例えば、処理装置７
４は、どのＲＡＴおよびどの周波数帯が受信信号について用いられているか、または送信
信号に使用するために利用可能であるかに関する情報を、アンテナ１４を介して通信ネッ
トワーク１８から受信してもよい。処理装置７４は、選択されたＲＡＴおよび周波数帯に
機能が依存する無線回路１２の構成要素へ制御信号の形式でこの情報を提示してもよい。
例えば、制御信号はアンテナポート１６を所与の信号についてのアクティブなＲＡＴおよ
び周波数帯に対応する信号経路３２／３４へ接続するようにスイッチ３０（図１）に指示
してもよい。別の例として、制御部７４は動作状況（図１、図２）の形式で可変整合ネッ
トワーク１０へこれらの制御信号を提供してもよい。制御部７４は通信機能を実施するた
めのコードを実行してもよい。コンピュータプログラム、特に移動体電話または他の電子
装置についてのアプリケーションプログラムの分野の当業者には、これらの通信機能に関
連する論理機能を動作し実行するためにどのように通信装置７０をプログラムするかは明
らかだろう。従って、簡単のために個別のプログラムコードに関する詳細は省かれる。ま
た、記述した通信機能は本発明の例示の実施形態に従って処理装置７４により実行される
が、このような機能はまた、専用ハードウェアまたはファームウェア、もしくはハードウ
ェア、ファームウェアおよび／またはソフトウェアの何らかの組み合わせを介して実行さ
れうる。
【００７４】
　電子装置はユーザへ情報を視覚的に表示するためのディスプレイ７８を含んでもよい。
ディスプレイ７８は、ディスプレイ７８を駆動するために用いられるビデオ信号へビデオ
データを変換するビデオ処理回路８０により制御回路７２に結合されてもよい。ビデオ処
理回路８０は任意の適切なバッファ、デコーダ、ビデオデータプロセッサなどを含んでも
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よい。
【００７５】
　キーバッド８２および／または他のユーザ入力装置（例えば、ディスプレイ３６のタッ
チセンサ面、ナビゲーション入力装置など）が様々なユーザ入力動作を提供するために提
示されてもよい。
【００７６】
　通信装置７０はさらに、通信装置７０より送信されるオーディオ信号および通信装置７
０で受信されたオーディオ信号を処理するための音声信号処理回路８４を含む。通信ネッ
トワーク１８（図１）を介してユーザがリモート装置のユーザにボイス通信（例えば、電
話呼またはプッシュ・ツー・トーク会話）を続けることを可能にするスピーカ８６および
マイク８８が音声処理回路８４に結合される。音声処理回路８４は適切なバッファ、デコ
ーダ、増幅器などを含んでもよい。
【００７７】
　通信装置７０はさらに、１つ以上の入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース（群）９０を含ん
でもよい。Ｉ／Ｏインタフェース（群）９０は典型的な移動体電話のＩ／Ｏインタフェー
スの形式であってもよいし、１つ以上の電気コネクタを含んでもよい。典型的に、Ｉ／Ｏ
インタフェース（群）９０は、通信装置７０内の電源ユニット（ＰＳＵ）９２のバッテリ
を充電するためのバッテリ充電器へ通信装置７０を結合するために用いられてもよい。こ
れに加えて、またはこれに代えて、Ｉ／Ｏインタフェース（群）９０は通信装置７０との
有線インタフェースを有するヘッドセットアセンブリ（例えばパーソナルハンズフリー（
ＰＨＦ）装置）へ通信装置７０を接続する機能を果たしてもよい。さらに、Ｉ／Ｏインタ
フェース（群）９０はデータを交換するためのデータケーブルを介してパーソナルコンピ
ュータまたは他の装置へ通信装置７０を接続する機能を果たしてもよい。ＰＳＵ９２は外
部電源が不在の場合に通信装置７０を動作するための電力を供給してもよい。
【００７８】
　通信装置７０はデジタル写真および／または動画を撮影するためのカメラ９４を含んで
もよい。写真および／または動画に対応する画像および／またはビデオのファイルはメモ
リ７６に格納されてもよい。
【００７９】
　通信装置７０はまた、グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機、ガリレオ
衛星システム受信機などのような位置データ受信機９６を含んでもよい。位置データ受信
機９６は通信装置７０の位置を決定する際に関与してもよい。
【００８０】
　通信装置７０はまた、アクセサリ、別の移動体無線端末、コンピュータまたは別の装置
との通信を確立するための、赤外線送受信機および／またはＲＦインタフェース（例えば
ブルートゥース（登録商標）インタフェース）のようなローカル無線インタフェース９８
を含んでもよい。例えば、ローカル無線インタフェース９８は、ハンドセットアセンブリ
が対応する無線インタフェースを有する実施形態においてハンドセットアセンブリ（例え
ばＰＨＦ装置）に通信装置を動作可能に結合してもよい。
【００８１】
　本発明は所定の好適な実施形態に関して示され説明されてきたが、本明細書を読んで理
解することで当業者が均等物および変形を思いつくだろうことが明らかである。本発明は
すべてのこのような均等物および変形を含み、以下の特許請求の範囲によってのみ制限さ
れる。特に上述の要素（構成要素、アセンブリ、装置、組成物など）によって実行される
様々な機能に関して、このような要素を記載されるために用いられる（「手段」への参照
を含む）用語は、そうでないと示されない限り、本明細書で説明された本発明の例示の実
施形態または実施形態群における機能を実行する開示された構造に構造的に等しくないと
しても、説明された要素の指定された機能を実行する（すなわち、機能的に均等な）任意
の要素に対応することが意図される。さらに、本発明の特定の特徴は複数の説明された実
施形態のうちの１つ以上のみに関して説明されてもよいが、このような特徴は任意の所与
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または特定の用途のために有望なまたは有利であってもよい他の実施形態の１つ以上の他
の特徴と組み合わされてもよい。

【図１】 【図２】
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